
森

地

熱

開

発

に

つ

い

て

島

崎

忠

美

一
、

は

じ

め

に

森
発
電
所

の
建
設

地
点

は
、
北
海
道
南
部

の
内
浦
湾

沿
岸

に
面

し
た
、
森
町
濁
川
地
域

の
盆
地

に
位

置

し
て
い
る
。
こ

の
地
域

は
、
古
く

か
ら
自
然
湧
出

の
温

泉
が
多

く
み
ら
れ
る
な
ど
地
熱
徴
候
が
顕

著

に
現

れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
有
望
な
地
熱
地
域

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
が

、
昭
和
四

+
七
年

か
ら
実
施
さ
れ
た
各
種

調
査

に
よ
り
、
地
熱
発
電
開
発

に
対
す
る
見
通
し
が
得
ら
れ
る
に
至

っ

た
。
当
社

と
し
て

は
、
か
ね
て
か
ら
国
内
未
利

用
資
源

の
有
効
活
用
と

エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源

の
多
様
化
と

い
う
見
地
か
ら
地
熱

発
電

の
検
討

を
進

め
て

い
た
が

、
道
南
地
熱

エ
ネ

ル
ギ
ー
㈱
と
共
同
で
本
道

初
の

地
熱
発
電
所

(
出
力
五

万
K
W

)
の
開
発

を
決
定
し
、
現
在
、

昭
和
五
十
七
年
十

一
月

の
運
転
開
始

を
目

指
し
て
兎
鋭
意
、
建
設
工
事
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
地

熱

開

発

の

現

況

O
、
地
熱

開
発
の
意
義
と
利
用
計
画

わ
が
国

で
は
、

昭
和
四
十
八
年

の
オ
イ

ル
シ

ョ
ッ
ク
以
降
、
原
油

の
安
定
確
保

と
と
も
に
石
油
代
替

エ
ネ
ル
ギ
t

の
開

発
、
導

入
、
促
進

に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ

ー
の
安
定
供
給

・
確
保
が
最
重
要

政
策
課
題
と

さ
れ
て
い
る
。
こ

の
中

で
地
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
は
、
資
源

の
少
な

い
わ
が
国

に
と

っ
て
貴
重

な
国
産

エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
は
主
な
火
山
が
約
百
五
十
あ
り
、
そ

の
う

ち

活
火
山
が
七
十
七
で
世
界
全
体

の
約

一
割

を
占

め
て
お
り
、
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
地
熱
地
帯
が

二
百
ヵ
所

以
上
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
地
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦
存
量

に
つ
い
て
は
、
工
業
技

術
院
地
質
調
査
所

が

昭
和
四
十
九
～
五
十
年
度

に
実
施
し
た
浅
部
地
熱
系

に
関

す
る
全
国
地
熱
基
礎
調
査

の
結
果

で
は
、

調
査
地
区

三
十

カ
所
で
約
千
八
百
万

K
W

の
発
電
が
可
能
で
あ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
。

地
熱

エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
石
油

・
石
炭
な
ど

の
燃
焼

に
伴
う
大
気
汚
染
物
質

の
排
出
が
な
く
、
低
公
害

な

エ
ネ

ル
ギ

ー
と
言
え
る
が
、
開
発

に
は
多
大
な
リ

ス
ク
が
伴

い
、
経
済
的
有

利
性

を
得
る

に
は
今
後

の
技
術
的
開
発
に
期
待
す

る
も

の
が
あ

る
。

地
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
は
発
電
以
外

に
も
利
用
さ
れ
、
特

に
、
周
辺
地
域

へ
の
熱
水
供
給

に
よ
り
、
地
域

給
湯
暖
房

の
他
、
施
設
園
芸
、
養
殖
や
食
品
加
工
な
ど

の
熱
源

と
し
て
幅
広
く
利
用
す
る
こ
と

に
よ
り

地
元
の
福
祉
や
産
業

の
発
展

に
大
き
く
貢
献

す
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。

口
、
国
内
外
に
お
け
る
地
熱
開
発
の
現
状

地
熱
発
電

の
歴
史

は
、

一
九
〇
四
年
、
イ

タ
リ
ア
の
ト
ス
カ

ナ
地
方

の
ラ
ル
デ

ソ
#
で
、
P
.
コ
ン
テ

ィ
が

天
然
蒸
気

を
利
用
し
て
%
馬
力

の
発
電
機
を
運
転

し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

イ

タ
リ
ア
で
は
さ
ら
に
開
発
を
進

め
、現
在

で
は
約

四
二
万
K
W
の
設
備
容
量
を
も

つ
に
到

っ
て
い
る
。

わ
が
国
で

の
地
熱
発
電
は
、
大

正
十

二
年

に
別
府

で
行
わ
れ
た

一
K
W

の
試
験

発
電
が
最
初
で
あ

る

が
、
そ

の
後

は
、
第

二
次
大
戦
後
、
伊

豆
、
別
府
、
箱
根
等

で
行
わ
れ
た
小
規
模

の
発
電

に
と
ど
ま

っ

て
い
た
。
わ
が
国

で
本
格
的
な
実
用
段
階

に
入

っ
た
の
は
、
昭
和
四
十

一
年
に
松
川
発
電
所
、
翌
四
十
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二
年

に
大
岳
発
電
所
が
運
転

を
開
始

し
て

か
ら

の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
後

、
四
十
九
年

に
大

沼
、
五
十

年

に
鬼
首
も

五
十

二
年

に
八
丁
原
、
五
十
三
年

に
葛
根

田
の
各
発
電
所
が
完
成

し
、
総
設
備
容
量
は
約

十
六
万
k
W
と
な

っ
た
。

第

一
表
は
世
界

の
稼
動
中
ま
た
は
建
設
中

の
地
熱
発
電

所

に
つ
い
て
ま
と
め
た
も

の
で
、

一
九

八
○

年

に
お
け

る
世
界

の
総
出
力

は
二
二
〇
万
K
W
と
な

っ
て
お
り
、
建
設
中
な

い
し
計
画
中

の
も

の
を
含

め
る
と
、
約
四
五
〇

万
K
W
と
な

る
も

の
と
予
想
さ
れ

る
。

発
電
以
外

に
も
地
熱

エ
ネ
ル
ギ

ー
は
利
用

さ
れ
て
お
り
、
ア
イ

ス
ラ
ン
ド

の
首
都

レ
イ
キ

ャ
ビ

ッ
ク

や
、

フ
ラ
ソ
ス
の
パ
リ
郊
外

に
あ

る
ム
ラ

ン
団
地
で
は
、
熱
水

を
利
用
し
た
地
域
暖
房

が
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
わ
が
国

に
お

い
て
も

、
長
野
県

諏
訪
市

で
は
上
諏
訪
温
泉

か
ら
湧
出
す
る
熱
水
を
利
用
し

て
市

営

の
温
泉
給
湯
事
業

が
行

わ
れ
て
い
る
ほ

か
、
道
内

で
も
、
道
路
融

雪
、
暖
房
、
給
湯
、
養
殖
、

施
設
栽
培
等
が
行

わ
れ
て

お
り
、
現
在
で
は
、
各
自
治

体
を
中

心
と
し
て
熱
水
利
用
計
画
が
盛
ん

に
進
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め
ら
れ
て
い
る
。

⇔
、
開
発
上
の
問
題
点

わ
が
国

の
火
山

の
多
く

は
国

立
公
園
や
国
定
公
園
等

に
指
定

さ
れ

て
お
り
、
地
熱
有
望
地
域

も
大
部
分
は

こ
れ
ら

の
中

に
含

ま
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
熱

開
発

は
環
境
保
全
と

の
調
和
に

配
慮

し
つ
つ
進
め
る

こ
と
が

必

要
不
可
欠

で
あ

る
。

自

然
公
園
内
で

の
土
地

の
改

変
、
工
作
物

の
設
置
等

に

伴
う
景
観

へ
の
影
響
を
極

力
小
さ
く
す
る
た
め

の
技

術
検
討

を
進

め
る
こ
と
が

必
要

で
あ

る
が
、
当
面
は

自
然
公
園
外

の
有
望
地
域

の
開
発

を
積
極
的

に
進

め

る
と
と
も

に
、
特

に
、
自

然
公
園
内

で
開
発

を
行
う

場
合
は
、
事
前

に
資
源
賦

存
状
況

、開
発
可
能
規
模
、

発 電 シ ス テ ム 図第1図

環
境

の
現
況
等

を
十
分

に
調
査
し
、
自

然
環
境
保
全
と

の
調
整

が
可
能
な
も

の
か
ら
慎
重

に
開
発

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

三
、
森

地

熱

開

発

計

画

O
、
開
発
の
経
緯
お
よ
び
建
股
工
程
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森
町
濁
川
地
区

に
お
け
る
地
熱
開
発

は
、
昭
和
四
十
七
年

に
日
本
重

化
学
工
業
㈱

(
以
下
「
日
重
化
」

と
記
す
。
)
が
地
上

か
ら
の
基
礎
調
査

に
着
手

し
た
の
が
始

ま
り

で
あ
り
、
次

い
で
昭
和
四
十
八
年
度

に

は
通
産
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

に
よ
る
構
造
試
錐
が
行
わ
れ

て
い
る
。
以
上

の
調
査
結
果
な
ど
か
ら
濁

川
地
域

の
地
熱
開
発

の
可
能
性
が
確

め
ら
れ
、
当
社
と
日
重
化

の
共
同
開
発

に
よ
る
地
熱
発
電
所

の
建

設
計
画
が
決
定

し
た
。
な
お
、
共
同
開
発

は
、
地
熱
井
の
掘
削
お
よ
び
パ
イ
プ

ラ
イ

ソ
を
日
重

化
、
発

電
設
備
を
当
社
が
分
担
す

る
も

の
で
あ

る
。

ま
た
、
日
重

化
は
昭
和
五
十
年
六
月

か
ら
九
本

の
調
査
井

の
掘
削
を
行

い
、
更

に
、
昭
和
五
十

二
年

八
月

か
ら
は
道
南
地
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
㈱

(
昭
和
五
十

二
年
三
月

、
日
重
化
よ
り
事
業
継
承
)
が
本
格
的

な
地
熱
井

の
掘
削

を
開
始

し
、
昭
和
五
十

五
年
七
月

に
計

画
本
数
十
七
本

の
掘
削
を
完
了
し
て

い
る
。

当
社

は
昭
和
四
十
九
年

よ
り
環
境

調
査
に
着

手
し
、
昭
和
五
十

五
年

に
は
そ
れ
ら
の
環
境
調
査
結
果

と
地
熱
井

の
噴
気

試
験

結
果
等

よ
り
環
境

ア

セ
ス
メ
ソ
ト
を
と
り
ま
と
め
、
昭
和
五
十

五
年
十

二
月

に

開
催
さ
れ

た
第
八
十

三
回
電
源
開
発
調
整
審
議
会

に
上
程

し
承
認
を
得
、
昭
和
五
十
六
年
四
月

一
日

に

第2表 森 発電 所設 備概 要
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mml4923120"}
一

升多 式 横 置醐 回転界磁 形発

電

機

容 壷
電 圧
冷 却 方 式

KVA
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11

空 気 》令 却
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水
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mシh
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7,060
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環水
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ン
プ
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LO5
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省
m3/miの
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45.5

840
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塔
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m3/h
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本xmm
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本xmm
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発 電 備

イ竜}q

樵 胃

160

121

は
電
気
事
業
法

の
工
事
計
画
認
可
を
受
け

て
四
月

二
日
、
本
格
工
事

に
着
手
し
た
。

本
年
度
は
、
土
木

・
建
築
工
事
を
主
体
と
し
た
工
事

を
実
施

し
、
来
春
を
待

っ
て
主
要
発
電
設
備

の

搬

入
据
付
を
行

い
、
昭
和
五
十
七
年
十

一
月
、
営
業
運
転
開
始

を
目
標
に
工
事
を
進

め
て
い
る
。

口
、
開
発
計

画
の
内
容

a
、
森
発
電
所

の
し
く
み

地
熱
地
帯
で
は
、
火
山
活
動

に
よ
り
地
下
数
㎞
か
ら
十
数
㎞

の
深
部

に
マ
グ

マ
溜
り
が
あ
り
、
周
囲

に
熱
を
与
え
て
い
る
。
そ

こ
に
地
下
水
が
浸
透

し
て
加
熱
さ
れ

て
熱
水
と
な
り
、
貯
溜
層

に
貯
え
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
貯
溜
層

へ
生
産
井

の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行

い
、
噴
気
蒸
気
と
し
て
地
上

へ
取
出

し
発
電

に

利
用
す
る
の
が
地
熱
発
電

で
あ

る
。

生
産
井

か
ら
取
出
さ
れ
た
蒸
気

(
若
干

の
ガ

ス
を
含
む
)
お
よ
び
熱
水
は

セ
パ

レ
ー
タ

ー
に
導

か
れ

蒸
気
と
熱
水

に
分

離
さ
れ
る
。

蒸
気
は
蒸
気

タ
ー
ビ

ソ

へ
、
熱
水

は
フ
ラ

ッ
シ

ャ
ー
に
導
か
れ
、
減
圧
さ
れ
再
び
蒸
気

と
熱
水

に
分

離
さ
れ
る
。

こ
こ
で
発
生
し
た
蒸
気
も
蒸
気

タ
ー
ビ

ソ

へ
導
か
れ
発
電
に
使
用
さ
れ
る
。
(蒸
気
と

熱
水
を
二
回
分
離
す
る
方
式
を
ダ
ブ

ル
フ
ラ

ッ
シ

ュ
シ
ス
テ

ム
と
い
う
。)
一
方
、

フ
ラ

ッ
シ

ャ
ー

で
分
離
さ
れ

た
熱
水
は
還
元
井

か
ら
地
下
深
部

へ
戻
さ
れ
る
。

タ
ー
ピ

ソ
で
仕
事
を
終
え
た
蒸
気
は
、復
水
器

で
冷
却
さ
れ
温
水
と
な
り
冷
却
塔

へ
送

ら
れ

る
。

冷

却
塔

で
温
水
は
空
気
に
よ
り
冷
却
さ
れ
、
再
び
復
水
器

へ
戻
さ
れ
て
蒸
気
を
温
水
に
す
る
。

ま
た
、
地
熱
蒸
気
中
に
含

ま
れ
る
非
凝
縮
性

ガ
ス
は
、

ガ
ス
抽
出
装
置

に
よ
り
復
水
器
か
ら
抽

出
さ
れ
、
冷
却
塔

の
多

量
の
空
気
と
と
も
に
大
気
中

に
拡
散
さ
れ
る
。

b
、
森
発
電
所

の
設
備
概
要

森
発
電
所

の
発

電
設
備

お
よ
び
蒸
気
井
関
係

の
概
要
は
第

二
表
の
と
お
り

で
あ
り
、
次

の
よ
う

な
特
徴
を
有
し
て

い
る
。

地
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

セ
パ

レ
ー
タ

ー
に
よ
り
分
離
さ
れ
た
熱
水
を
更

に

フ
ラ

ッ
シ

ュ
さ
せ
、
そ

の
フ
ラ

ッ
シ
ュ
蒸
気
を
二
次
蒸
気

と
し
て
利
用
す
る
ダ
ブ

ル
フ
ラ

ッ
シ

ュ
シ
ス
テ

ム
を
採

用
し
た
。

ま
た
、
濁
川
地
区

の
地
熱
蒸
気
は
蒸
気
中

に
含
ま
れ
る
非
凝
縮
性

ガ
ス
が
多

い
と

い
う
特
徴
が

あ
り

こ
れ
を
蒸
気

エ
ゼ
ク
タ
ー
で
抽
出

す
る
と
大
量

の
駆
動

蒸
気
を
消
費
す
る

こ
と

に

な

る

た

め
、

ガ
ス
抽
出
装
置

と
し
て
効
率

の
良

い
遠
心
圧
縮
機
を
主
タ

ー
ビ

ソ
に
直
結
し
た
駆
動
方
式
を
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採
用

し
た
。

さ
ら

に
冷

却
塔
ぽ

、
拡
散
条
件
が
風
向

に
左
右
さ
れ
る

こ
と
が
な
く
、
排
気

の
上
昇
効
果

を
高
め
る

こ
と
が

で
き

る
送
風
機
集
合
形
冷
却
塔
を
採
用

し
た
。

⇔
、
環
境
保
全
対
策

地
熱

エ
ネ

ル
ギ

ー
は
、
環
境

に
対
す
る
悪
影
響

の
少
な

い
ク
リ

ー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

い
わ
れ

て
い
る

が
、
森
発
電
所

の
建
設

に
あ

た

っ
て

は
更

に
万
全

を
期
す
た
め
、
次

の
よ
う
な
対
策
を
講
ず

る
。

a
、
大
気
質

・
悪
臭

地
熱
発
電
所

で
は
、
大
気
汚
染
物
質

の
発
生
は
な
い
が
、
蒸
気
中

に
若
干
含
ま
れ
る
硫
化
水
素

に
つ

い
て

は
、

ガ

ス
抽
出
装
置

に
よ
り
復
水
器
か
ら
抽
出

し
、
冷
却
塔
頂
部

に
導
き
、
多
量

の
冷

却
塔
排
気

で
稀
釈
、
拡
散
さ
せ
る
。
ま
た
、
冷
却
塔
は
、
濁

川
盆
地
内
集
落

か
ら
水
平
距
離

で
約

一
・三
㎞
離
れ
、

且

つ
約
百

m
高

の
大
気
拡
散
上
有
利
な
位
置

に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
排
気

口
集
合
形
と
し
、
排
気

の

上
昇
効
果

に
よ
り
拡
散
効
果

を
高
め
る
こ
と
と
し
た
。

b
、
水

質

蒸
気
分
離
後

の
熱
水
お
よ
び
冷
却
塔

の
排
水

は
、
全
量
地
下
還
元
し
、
ま
た
、
発
電
所

か
ら

の
生
活

排
水
は
、
沈
澱
槽

に
よ
り
浄
化
処
理
を
行

っ
た
後
排
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

c
、
騒

音

騒
音

の
発
生
源

と
な
る
機
器

に
つ
い
て
は
、
本
館
内

に
設
置
し
、
ま
た
、
屋
外

に
設
置
す
る
機
器

は
、

低
騒
音
機

器

の
採
用
、
消
音
装
置

の
設
置
等

に
よ
り
騒
音

の
低
減

に
努

め
る
こ
と
と
し
た
。

d
、
植

生

冷

却
塔

お
よ
び
発
電
所
本
館

は
、
可
能
な
限

り
小
型
化
、
集
中
配
置
す

る
こ
と

に
よ
り
、
敷
地

の
造

成
面
積

を
小
さ
く
す
る
と
と
も

に
、
樹
林
等

の
伐
採
面
積
を
小
さ
く

し
、
現
存
樹
林
を
で
き
る
限
り
瀞

存
、
維
持
す
る

こ
と
と
し
た

。

e
、
樹
氷
対
策

冬
季

に
は
、
そ
の
気
象

条
件

か
ら
、
冷

却
塔

か
ら
の
排
気
中

に
含
ま
れ
る
湿
分

に
よ
り
、
樹
木

へ
の

着
氷
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

る
が
、
冷

却
塔
は
冬
季

の
主
風
向

の
風
下
約

一
〇
〇

m
間

に
樹
林

の
な

い

場
所

に
設
置

し
、
ま
た
、
冷
却
塔
は
排

気

口
集
合
形

を
採
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
排
気

の
集
合
効
果

を

図
る
と
と
も

に
小

型
化
し
、
排
気

の
巻
き

込
み
を
少
な
く
す
る
な
ど

の
対
策
を
施
し
、
着
氷

に
よ
る
樹

木

へ
の
影
響

を
で
き
る
だ
け
抑
制
す
る
こ
と
と
し
た
。

f
、
自
然
景
観

発
電
所

の
建
設
お
よ
び

工
事
用
道
路
等

の
整
備

に
あ
た

っ
て
は
、
景
観

に
与
え
る
影
響
が
少

な
く
、

地
形
改
変

の
少
な

い
ル
ー
ト
、
場
所
を
選

定
す

る
ほ
か
、
発
電
所
諸
設
備

の
配
置
、
色
彩
等
に

つ
い
て

も
自
然

の
景
観
を
損

な
わ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と
し
た
。

g
、
環
境
監
視

環
境

モ
ニ
タ
リ
ソ
グ
を
実
施

し
、
環
境

へ
の
影
響

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
公
害

の
未

然
防

止
を
図

る

こ
と
と
し
た
。

㈲
、
経

済

性

地
熱
開
発

は
、
特

に
調
査

段
階

の
リ
ス
ク
負
担
が
大
き

い
こ
と
、
調
査
着
手
か
ら
運
転

開
始

ま
で
の

リ

ー
ド

タ
イ
ム
が
長
期

に
わ

た
り
、

か
つ
運
転
開
始
初
期
段
階

で

の
資
本
費
負
担
が
多

い
こ
と
等

か
ら

経
済
性

に
問
題
が
あ

り
、
そ
れ

ほ
ど
有

利
で
は
な

い
と
い
う
面
も
あ
る
が
、
今
後

の
技

術
開
発

に
待

つ

も

の
が
あ
る
。

㈲
、

濁
川
地
域

の
熱
水
利
用
に

つ
い
て

森
町
濁
川
地
域

は
、
古
く

か
ら
自

然
湧
出

の
温
泉
が
多
く

み
ら
れ
る
な
ど

、
地
熱
徴
候
が
顕
著
に
現

れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
温

泉
井

の
掘
削
な
ど

に
よ
り
現
在
七
七
カ
所

で
温
泉
が
湧
出
し
て
お
り
、

温
泉
熱

を
利
用
し
た
ビ

ニ
ー
ル

ハ
ゥ

ス
に
よ
り
野
菜

の
栽
培
が
行
わ
れ
て

い
る
。

ま

た
、
森
発
電
所

の
建
設

に
伴

い
、
森
町

で
は
地
域
振
興
対
策
と
し
て
、
熱
水
利
用
計
画
が
あ

る
。

四

、
今

後

の
地

熱

開

発

に

つ
い

て

地
熱

エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
北
海
道

に
豊
富

に
賦
存
す
る
数
少
な

い
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

こ
と
、
ま

た
、

「
サ

ン
シ

ャ
イ

ソ
計
画
」

の

一
環
と
し
て
地
熱

エ
ネ

ル
ギ
ー
に
よ

る
新
発
電
方
式
、
大
規
模
発
電

技
術

の
実
証

テ
ス
ト
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
技
術
は
比
較
的
早
期

に
実
用
化
さ
れ

る
見
通

し

に
あ

る
こ
と

か
ら
、
当
社

は
、
森
発
電
所

の
開
発
を

一
ス
テ

ッ
プ
と

し
て
、
国
内
資
源

の
有
効
利
用
を

図
る
べ
く
地
熱
発
電
所

の
開
発

に
取
組
ん
で
い
く
考
え

で
あ
る
。

(北
海
道
電
力
㈱
火
力
部
火
力
計
画
課
長
)
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